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１，本報告書には、付録として、『国立療養所入所者調査 単純集計表』、『療養所退所者調

査 単純集計表』、『被害実態調査調査票』を添付しています。各付録の性格については本

報告書「はじめに」のなかで説明しています。これらの付録を参照のうえ、本文をお読み

ください。 

 

２，本文「一、国立療養所入所者を対象とした調査（第１部）」中、文中の「単純集計○○」

は、上記の付録『国立療養所入所者調査 単純集計表』中の表番号を示しています。また

本文中に挿入した図表は、分析の必要からとくにこの単純集計表等にもとづく複数項目の

数値をクロス集計あるいは比較した等の結果です。処理にともない、単純集計表の有効値

と数値が異なる場合がありますが、詳しくは本文中の図表に付記された註を参照してくだ

さい。本文中のパーセント表記についても、統計的無効値（「無回答」）を除いて算出した

ものです。これらの数値については単純集計表を参照してください。 

 

３，本文中には、『被害実態調査調査票』中の「聞き取り項目」欄から引用した文章（調査

協力者の「語り」を調査員が記録したもの）が各所に引用されています。これらの引用文

については、あくまで調査員が調査協力者本人の言葉をそのまま記録、あるいは内容を要

約して記録したものであることをご理解のうえ、お読みください。引用文末には適宜、（生

年）（最初の入所年）（性別）（最初の退所年）等を付記しています。文意によって明らかな

場合はこの限りではありません。なお調査票に年が特定されていない場合等、“無記入”と

記載する場合があります。 

 

４，本文「二、国立療養所入所者を対象とした調査（第２部）」および「五、家族を対象と

した調査」は、聞き取り調査で録音したテープのトランスクリプトをもとに構成されてい

ます。本報告書への掲載に際しては調査協力者の同意を得ていますが、トランスクリプト

は調査協力者のライフヒストリーを顕著に示し、個人の同定につながりやすいため、引用

等についてはこの点について十分ご配慮ください。 

 

５，資料利用上制限のあるケースでは、得られた数値のみを利用し集計しています。これ

らのケースの「聞き取り項目」欄データおよびトランスクリプトは、本報告書には掲載さ

れていません。 




